
単方向リンク検出の構成

この章は、次の項で構成されています。

•単方向リンク検出（1ページ）
• UDLDモードの設定（3ページ）

単方向リンク検出
シスコ独自の単方向リンク検出（UDLD）プロトコルにより、光ファイバまたは銅線（カテゴ
リ5ケーブルなど）イーサネットケーブルを使用して接続されたデバイスで、ケーブルの物理
構成をモニタし、単一方向リンクの存在を検出することができます。デバイスで単一方向リン

クが検出されると、UDLDが関係のある LANポートをシャットダウンし、ユーザに通知しま
す。単一方向リンクは、さまざまな問題を引き起こす可能性があります。

リンク上でローカルデバイスから送信されたトラフィックはネイバーで受信されるのに対し、

ネイバーから送信されたトラフィックはローカルデバイスで受信されない場合には常に、単方

向リンクが発生します。

Cisco Nexus 3550-Tシリーズのデバイスは、UDLDをイネーブルにした LANポート上のネイ
バーデバイスに定期的に UDLDフレームを送信します。一定の時間内にフレームがエコー
バックされてきて、特定の確認応答（echo）が見つからなければ、そのリンクは単一方向のフ
ラグが立てられ、その LANポートはシャットダウンされます。UDLDプロトコルにより単方
向リンクが正しく識別されその使用が禁止されるようにするためには、リンクの両端のデバイ

スで UDLDがサポートされている必要があります。UDLDフレームの送信間隔は、グローバ
ル単位でも指定されたインターフェイスにも設定できます。

UDLDは、銅線の LANポート上では、このタイプのメディアでの不要な制御トラフィックの
送信を避けるために、ローカルでデフォルトでディセーブルになっています。

（注）

図は、単方向リンクが発生した状態の一例を示したものです。デバイスBはこのポートでデバ
イス Aからのトラフィックを正常に受信していますが、デバイス Aは同じポート上でデバイ
スBからのトラフィックを受信していません。UDLDによって問題が検出され、ポートがディ
セーブルになります。
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図 1 :単方向リンク

次の表に、UDLDのデフォルト設定を示します。

表 1 : UDLDのデフォルト設定

デフォルト値機能

グローバルにディセーブルUDLDグローバルイネーブルステート

すべてのイーサネット光ファイバLANポート
でイネーブル

ポート別の UDLDイネーブルステート（光
ファイバメディア用）

すべての 10Gイーサネットポートでディセー
ブル済み

ポート別のUDLDイネーブルステート（ツイ
ストペア（銅製）メディア用）

ディセーブルUDLDアグレッシブモード

15秒UDLDメッセージの間隔

UDLDモード
UDLDは、アグレッシブモードと非アグレッシブモードの2つのモードで動作できます。

デフォルトでは、UDLDアグレッシブモードはディセーブルになっています。UDLDアグレッ
シブモードは、UDLDアグレッシブモードをサポートするネットワークデバイスの間のポイ
ントツーポイントのリンク上に限って設定できます。UDLDアグレッシブモードをイネーブ
ルに設定した場合、UDLD近接関係が設定されている双方向リンク上のポートがUDLDフレー
ムを受信しなくなったとき、UDLDはネイバーとの接続を再確立しようとします。この再試行
に 8回失敗すると、ポートはディセーブルになります。

UDLDアグレッシブモードをイネーブルにすると、次のようなことが発生します。

リンクの一方にポートスタックが生じる（送受信どちらも）

リンクの一方がダウンしているにもかかわらず、リンクのもう一方がアップしたままになる

このような場合、UDLDアグレッシブモードでは、リンクのポートの 1つがディセーブルに
なり、トラフィックが廃棄されるのを防止します。
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UDLDアグレッシブモードをすべてのファイバポートでイネーブルにするには、UDLDアグ
レッシブモードをグローバルでイネーブルにします。指定されたインターフェイスの銅ポート

で、UDLDアグレッシブモードをイネーブルにする必要があります。

（注）

UDLDモードの設定
単一方向リンク検出（UDLD）を実行するように設定されているデバイス上のイーサネットイ
ンターフェイスには、ノーマルモードの UDLDを設定できます。

インターフェイスの UDLDモードをイネーブルにするには、そのインターフェイスを含むデ
バイス上で UDLDを事前にイネーブルにしておく必要があります。UDLDは他方のリンク先
のインターフェイスおよびそのデバイスでもイネーブルになっている必要があります。

インターフェイスが銅線ポートの場合は、enableUDLDコマンドを使用してUDLDをイネーブ
ルにする必要があります。インターフェイスがファイバポートの場合、インターフェイスで

UDLDを明示的にイネーブルにする必要はありません。ただし、enable UDLDコマンドを使用
してファイバポートで UDLDをイネーブルにしようとすると、それが有効なコマンドではな
いことを示すエラーメッセージが表示されることがあります。

（注）

以下の表に、異なるインターフェイスで UDLDをイネーブルおよびディセーブルにする CLI
詳細を示します。

表 2 :異なるインターフェイスで UDLDをイネーブルおよびディセーブルにする CLI詳細

銅線またはファイバ以外の

ポート

ファイバポート説明

無効有効デフォルト設定

udld enableno udld disableenable UDLDコマンド

no udld enableudld disabledisable UDLDコマンド

始める前に

他方のリンク先ポートおよびデバイスで UDLDをイネーブルにする必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスの UDLDをイネーブル/ディ
セーブルにします。

[no] feature udld

例：

ステップ 2

switch(config)# feature udld
switch(config)#

switch(config)# no feature udld
switch(config)#

（任意）UDLDメッセージを送信する間
隔を指定します。有効な範囲は 7～ 90
秒で、デフォルトは 15秒です。

udld message-time seconds

例：

switch(config)# udld message-time 30
switch(config)#

ステップ 3

（任意）UDLDモードをアグレッシブに
指定します。

udld aggressive

例：

ステップ 4

（注）switch(config)# udld aggressive
switch(config)# 銅インターフェイスの場合、UDLDア

グレッシブモードに設定するインター

フェイスのインターフェイスコマンド

モードを入力し、インターフェイスコ

マンドモードでこのコマンドを発行し

ます。

（任意）設定するインターフェイスを指

定します。インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)#

ステップ 5

（任意）指定した銅線ポートの UDLD
をイネーブルにしたり、指定したファイ

udld [enable | disable]

例：

ステップ 6

バポートの UDLDをディセーブルにし
ます。

switch(config-if)# udld enable
switch(config-if)#

銅線ポートで UDLDをイネーブルにす
るには、udld enableコマンドを入力し
ます。ファイバポートで UDLDをイ
ネーブルにするには、no udld disableコ
マンドを入力します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）UDLDのステータスを表示しま
す。

show udld [ethernet slot/port | global |
neighbors]

例：

ステップ 7

switch(config)# show udld
switch(config)#

インターフェイスモードを終了します。exit

例：

ステップ 8

switch(config-if-range)# exit
switch(config)#

（任意）実行コンフィギュレーションを

スタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 9

例

次に、デバイスの UDLDをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature udld
switch(config)#

次の例では、UDLDメッセージの間隔を 30秒に設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature udld
switch(config)# udld message-time 30
switch(config)#

次に、イーサネットポートの 1/1の UDLDを無効化にする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if-range)# no udld enable
switch(config-if-range)# exit

次に、デバイスの UDLDをディセーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# no feature udld
switch(config)# exit
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


